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◆パネルディスカッション 

 

  

「関西とアジアのつきあい」  

  

高阪 章   

（司会） 

パネル・ディスカッションを始めさせていただき

ます。コーディネーターは、大阪大学大学院国際

公共政策研究科の高阪教授にお願いしておりま

す。 

高阪先生は、１９７４年、京都大学修士課程をご

卒業の後に、アジア経済研究所、京都大学東南ア

ジア研究センターを経られまして、１９９４年よ

り、現職に就かれております。また、先生は、ア

ジア太平洋経済協力会議ＰＥＣＣ日本委員会の

主査、あるいは太平洋経済展望（ＰＥＯ）日本委

員会構造プロジェクトの主査も務めておられま

す。ご専門は国際経済学、開発経済学、アジア経

済論等です。 

本日のディスカッションには、先ほど基調講演を

いただきましたモンテ・カセム先生、神長前大使

もご参加いただいています。それから海外にあり

ますＰＲＥＸの同窓会を代表しましてポーンセ

ーク・タイ同窓会会長、ガンボア・フィリピン同

窓会会長にも、ご参加いただいています。それか

ら日本を代表いたします開発途上国の人材育成

機関であります海外技術者研修協会（ＡＯＴＳ）

の小川理事長にもおいでいただいています。コメ

ンテーターといたしまして、ＰＲＥＸ会長の井上

義國も参加させていただいております。それでは、

よろしくお願いいたします。 

 

最初にパネリストのご紹介をさせていただき

ます。 

すでに立命館アジア太平洋大学のモンテ・カセ

ム学長と神長前大使については、ご紹介いただ

いていますので、後の３人のパネリストの方の

ご紹介をさせていただきます。 

まず、最初は、小川修司さん、小川さんは東京

大学の法学部をご卒業なさって、通商産業省に

入られまして、シカゴ、ロンドン勤務も含めま

して国土庁官房審議官を最後にお辞めになっ

て、現在は財団法人海外技術者研修協会理事長

をしておられます。 

そのお隣は、ポーンセーク・カーンチャナチャ

リさんです。タイの方は、ファースト・ネーム

で普通お呼びすることになっていますので、ポ

ーンセークさんとお呼びいたします。ＰＲＥＸ

タイ同窓会会長を務めておられます。それから

タイ文化省の副大臣をされておられます。ポー

ンセークさんは、ペンシルバニア大学でバチェ

ラーとマスターをお取りになりまして、たくさ

んの肩書きを持っておられます。一番、簡単に

同窓会会長と、副大臣、それだけで済まさせて

いただきます。 

次は右隣のハーマン・ガンボアさんです。ガン

ボアさんは、略歴の中に、ミスターではなく、

エンジニアと書いておられまして、３９年間、

エレクトリカル・エンド・エレクトリック・エ

ンジニアであるというふうに書いてあります

が、ＰＲＥＸのフィリピン同窓会会長で、現在
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はデータ・センター・デザインという会社の会

長もしておられます。この他にもたくさんの肩

書きを持っておられるんですが、これも省略さ

せていただきます。 

まず､最初に、ひとわたり、それぞれのパネリ

ストの方、それから井上会長も含めて６名の方

に５分程度で、人材育成、人材交流の意義、Ｐ

ＲＥＸの役割、こういうことに関して、それぞ

れのご所見を、場合によっては基調講演に対す

るコメントもしていただければと思います。そ

れでは小川さんから、お願いいたします。 

 

 

小川 修司 

私のほうも、途上国のエンジニアの方、経営

者、あるいは現地日系企業のマネージャーなど、

そういう方に日本へ来ていただいて日本のい

ろんな先進技術の研修、あるいは経営の研修、

いわゆる日本的経営の研修といったことをや

っている団体です。昭和３４年に設立されて、

今年で４６年になります。現在、だいたい年間、

５，０００人ぐらいの研修生の方をお迎えし、

研修をしております。アジアが８割ぐらいです。

この４６年間に１２万人という方を研修に迎

えました。 

中心的な事業としては、日系企業が海外に進

出して、そこで現地の技術者あるいは経営者の

人材が必要になってくる。そういう人材を育て

なければいけないという日本の産業界の要請

に応えた研修を行っています。それと同時に、

そういう人材育成を通じて、日本と途上国各国

との人的交流というか、人的ネットワークをつ

くり上げていくということを目的として事業

を進めております。 

とくに近年、１９９５年の円高とか、その前

の石油ショックとか、いろんなことを日本企業

は乗り越えて、どんどん国際進出をしておりま

す。とくにアジアに進出していますので、そう

いうところからの日本に来られて研修される

という方々は、猛烈な勢いで増えております。

これに対して、日本のＯＤＡ資金を使って人材

育成をやっているということです。ある意味で

は日本企業の途上国でのオペレーションを人

材育成の面からお手伝いをしている。こういう

面もあるわけです。ただ、それだけではなく、

今日は実際に研修をやっている現場として、感

想を中心に申し上げたいと思います。 

 

いわゆる技術協力というのは、要するに人材

の育成でして、日本の先進技術を途上国に伝え

ていく、技術移転をやっていくということです。

技術移転というのは、実際上は、人が技術を習

うということで、イコール、人材育成です。日

本の企業が進出して、自分の企業が利益を上げ

る、企業経営をうまくやっていくために、人材

育成が非常に重要です。日本の企業、とくに製

造業が中心ですから、自動車とか、電気製品と

か、最近ではＩＴ関係の産業とかやっています

が、つくづく、思うのは、日本の産業活動とい

うのも人材育成の過程でして、とくに日本の製

造業の現場の教育担当の方とか、あるいは技術

の方々は、現場で実際に途上国の技術屋さん、

あるいは経営者の方々、これを教育し始めると、

ものすごく熱中しまして、あまり儲けを、まあ

企業というのは儲けるための営利法人である

ということですが、あまり営利法人らしくない

活動をされて、熱心に教えられるという姿を見

てきています。つくづく教育というものは、い

かに大事であるかということです。 

問題は、アジアの国にしても、南米の国にし
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高阪 章 てもアフリカにしても、とにかく、カセム先生

はじめ皆さんからアジアの多様性という話が

ありましたが、この多様な人々に対して、どう

いうふうに日本的な経営、あるいは、日本の技

術というものを伝えていくか。これはそれなり

に、いろいろ苦労があります。 

次にガンボアさん。どうぞ。同窓会の立場から

ご経験も踏まえて。 

 

 

ハーマン・ガンボア 

今回のシンポジウムを組織、準備された皆様

が、私に大阪に来ていいいよと、呼んでくださ

り、そしてこのシンポジウムに参加し、多くの

皆さん方との友情を新たにすることができて､

たいへんうれしく思っています。大阪に来ます

のは、これで３回目です。ＰＲＥＸのシンポジ

ウムに参加しますのも３回目です。一番最初が

１９９４年でした。その時には日本のマネージ

メント・スタイル、それから次にＡＰＥＣの会

議が９８年にありました。今回で３回目です。

その他にいくつもシンポジウムですとか、セミ

ナーがありまして、これはＰＲＥＸおよび、マ

ニラにありますＰＲＥＸの同窓会で共同で開

催されたものがありました。 

１つは私どもがやっているのは、非常に単純

なこととしては、日本語を勉強してもらうとい

うことをやっております。それによって、かな

り日本的な考え方というのをわかってもらう。

そして日本的な経営、とくにＱＣとか、ジャス

ト・イン・タイムとか、いわゆる日本的経営と

いうものを学んでもらう。日本語は単純な勉強

ですから、まだ、いいんですが、日本的経営と

か、技術が、いかに理解されるかというところ

が、非常にむつかしい問題ではありました。４

０数年やっていますと、多様性の中の共通言語

みたいな、技術というのは、経営というのは、

非常に共通言語的なところがありまして、要す

るに自動車が動くか、動かないか。テレビがち

ゃんと映るか、技術というのはそういうことで

す。経営にしてもＱＣやジャスト・イン・タイ

ムをやったりすると、生産性が上がって、企業

が明らかに儲かるようになるんですね。 

まず、基調講演に関するコメントをしたいと

思います。カセムさんと神長さんですが、お二

人とも強調されましたことは、多様性であった

と思います。多様性がアジアにはあるんだとい

うこと。神長さんは２３カ国がこのアジアとい

う地域にあるが、多くの多様性というものがあ

る。例えば、われわれの言語、および文字も、

さまざまある。日本、中国は漢字というものが

あるが、フィリピン、タイ、タイの中にも、い

ろんな他の違う種類の文字もあるんだという

ことで、多くの多様性が見られる。政府の形に

も多様性がある。王制があれば、共和制もある。

民主主義にも、違うタイプの民主主義がある。

政治システムにも違うシステムがある。それか

ら文明、文化における多様性、宗教における多

そういうことを見てきますと、自然にいろん

な方々がそういう１点に集中して、非常に共通

の言語みたいなものができて、そういう意味で

は結びつきができる。そんな感じがしています。

そういう意味で、日本の企業の皆さんは、努力

というか非常に熱心にやっておられ、われわれ

は、それを心からサポートするという仕事をや

っています。 
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様性もありますね。 

ですが、一番強調なさいましたことは、われ

われは、このように非常に多様ではあるけれど、

アジアでは強い力も持っている。すなわち、こ

の多様性を力に変えることができる。すなわち

団結するということ、そしてなおかつ多様性を

共有するということ。この多様性を持って、わ

れわれはお互いを助け合う、多様な言語、文化、

文明を持って、お互いを助け合うことによって、

アジアは１つの力になる。カセム先生からもお

話がありました。大学には、多くのアジア、太

平洋地域から学生が来ているとおっしゃいま

した。そして文化とか、様々な活動をやってい

るということでした。これもやはり大学に多く

の留学生を送ったということで、そうした機会

が提供されているわけです。このような多様な

活動が大学でも行なわれているわけです。つま

り誰でもが多様性を享受できる世界こそ、強い

世界である。そうした活動に誰もが参加できる。

そして多様ないろんな活動に参加することが

できるということをおっしゃっていました。３

つのＡについてお話になっておられました。人

材開発に必要な３つ。アウエアネス、意識する

こと。つまり取り巻く環境を認識をすること。

そして身の回りの環境に適応していくこと、社

会的にも。適応し、そして適応することによっ

て、人材を開発、投資をしていく。そして認識

し、適応し、最後にはアクションに移す。この

３つのＡが重要であるということをおっしゃ

いました。人材開発が、いかに重要であるかと

いうことは論を待ちません。 

最近、ある本を読みましたが、それはコリン

ズという人が書いた「グッド・フリード」とい

う本で、ある企業が、いかにして偉大な企業に

なりえるかということを書いたもので、その中

で、いくつかの主要な要素でもって、企業が変

化をし、偉大な企業に成長していくことができ

る。そして人材開発をすることができるという

ことを説いていらっしゃいました。まず、人材

を開発することができれば、企業も発展すると

いうことを書いておられました。そしてすばら

しい人によって、すばらしい会社ができる。会

社がすばらしくなれば、スタッフもすばらしく

なるというグッドとグレードという言葉を駆

使して、企業と人材について論じた本です。そ

してこのような関西とアジア地域との関係に

ついて、この著者は日本における長い歴史を紐

解き、その民主主義が、まず、議会制民主主義

としてできあがってきたことを論じています。

アジア太平洋地域の中では、日本を目標として、

モデルとして、そして成長してきた国もある。

この日本が、議会制民主主義に則った政府をつ

くり上げてきたことがアジアのモデルになっ

てきたわけです。そのことも著者は、書いてい

ます。そして最後にこの著者は、まず、世界が

小さくなっていることについても論じていま

す。インターネット、それから様々なエレクト

ロニクスの発展のお陰で、われわれは小さな世

界に生きるようになっています。そしてある国

から、ある国への移動も、輸送の発達のお陰で、

時間がかからなくなりました。ということは、

この世界自体が、１つの小さな世界になってい

る。その中でアジア太平洋地域の持つ多様性と

いうのは、これは非常に貴重なものであって、

この多様性に基づいてアジア太平洋地域では、

統一をつくり上げていかないといけないと、こ

の著者は論じていました。 
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ポーンセーク・カーンチャナチャリ 

私は今日、文化的な問題について、意見の交

換をできることをうれしく思っています。７年

前、私は日本に来まして、ビジネスマンとして

話をしました。その時、私は松下グループの会

長職にありました。その際に企業について様々

な議論を戦わせました。しかし、私は現在、文

化担当の副大臣という役職についていますの

で、文化のことを避けて通ることはできないわ

けです。 

非常に幸運なことに、私は今回、たいへんす

ばらしい基調講演を聞かせていただきました。

とくに神長前大使が、いろんな文化的な面から

お話をしていただきましたことを、非常にうれ

しく思っております。私から申し上げたいのは、

まず、このＰＲＥＸがタイに対して、非常に大

きな貢献をしてくださったということを申し

上げたいと思います。ＰＲＥＸには、多くのコ

ースが準備されています。様々な分野が網羅を

されたコースです。そして継続的に、こうした

コースが提供されているということでありま

す。今年は中小企業を中心としたビジネスのセ

ミナーが開催されていまして、そのセミナーで

は、省庁、多くの企業から出席者がありました。 

現在、われわれがどういう世紀にきているか

ということについても話をしたいと思います。

現在の世紀は、グローバル化と創造によって彩

られた世紀であります。これについては、数週

間前、あるいは数ヶ月前、様々な新聞でも論じ

られておりました。ＩＴ、あるいはインターネ

ットを使って、たくさんの情報が、これまでで

あれば数年かかって学んだようなことが、数ヶ

月あるいは数週間で学んでしまう時代にわれ

われはきています。ですので、こうした様々な

システムが、皆さん方に新たな学びの場を提供

できるということが重要だと考えています。そ

して、その中で文化的な雰囲気、文化的な側面

というものが、建築や美術館やあるいは言語の

中で、維持されてきたわけです。そして１つ、

ここで忘れてならないことがあると思います。

それは小さなコミュニティにも文化があると

いうことです。小さなコミュニティにおける文

化は、その元を家族においています。 

パネリストの方から、すでに多様性について

は、多くの言及がありました。しかし、１つ非

常に、これまで集約し、積み重ねてきたことが

あると思うんです。皆様方、同じようなスーツ

を着て、同じようなピザを食べています。神長

さんは、今日バテックを着ていらっしゃいます

が、私たちはこうした民族服を着ることなく、

同じようなスーツを着て、同じようなピザやス

パゲティを食べているわけですね。ロンドンで

もうどんやそばを食べることができるんです。

これが集約というものの代表的な面ではない

でしょうか。しかし、日本やアジアでは、様々

な形で、こうした集約、統一は行なっているけ

れど、それでも小さなコミュニティや家族の存

在が、まだ、大きいと思うんです。欧米の世界

では、高齢の方々、祖父や祖母は、故郷から離

れて、一人で住んでいるというケースが多いん

ではないでしょうか。家族から離れて住んでい

るというケースが多いんではないでしょうか。

しかし、タイやフィリピンや、そして日本など

のアジアでは、高齢の世代に敬意を表して、一

緒に住むというケースが多いと思います。 

私は昨日、ある方と夕食を一緒にしましたが、

こんな話をしました。お母さんが８０歳で、あ

なたが７０歳というのはおかしくないですか

申し上げたんです。もちろん、お母さんは実際

には１００歳近かったんですが、非常に若く見
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える方で、そして彼の姉が面倒を見ているとい

うふうにおっしゃいました。そのように老人が

きちんと面倒を見られているという日本の社

会が、そこにあるというふうに思いました。し

かし、世界ではそうではない国もあるというこ

とであります。高齢者の方々から、知識を得る

ことを、われわれは十分に行ないます。また、

お互いに、どのように接したらいいか。そして

どのように面倒を見たらいいかというのも、こ

れからの方から学ぶことができます。 

３５年前、私は日本にやってきて、そして何

回もやってきているんですが、日本に来るたび

に、多くの友人に会います。以前は、松下や富

士通で働いていた。そしてすでに引退された方

が、よく私を招待をしてくれまして、そしてウ

イスキーなんかをご馳走そうしてくれるんで

す。山崎の１８年もの、その他いろんなものを

いただいたりするんです。また、ホテルでお会

いしたりしています。こういしたすばらしい関

係を日本の方々とつくり上げていることが、で

きました。そして日本で面倒を見ていただくこ

とだけではなくて、タイでは、日本人の方々の

面倒を見ております。日本からいらっしゃった

方を、迎えに行ったり、面倒を見たりしている

んです。多様性というのは、アイデンティティ

を一方では意味するんではないでしょうか。神

長さんが、今日、もしこういう服でいらっしゃ

るのであれば、タイの服を着てきたんですが、

今日は、こうしてネクタイをつけておりますが、

私どもは、広東省である時、ミーティングを持

っていました。３０ヶ国以上の集まったミーテ

ィングで、そこで、あることを話し合ったんで

す。それはこうした統一が培われた世界で、わ

れわれは、お互いを理解し、友人や家族の世話

をする。そして子供に様々なことを伝えていく。

将来をどのようにつくっていったらいいのか。

どのように平和と調和に満ちた社会をつくっ

ていくのかを子供たちに教えていく。こうした

ことが、アジアの友人を通じて、このアジアと

いう地域でつくり上げていかなければいけな

いと思うんです。それを裏打ちするのが多様性

ではないかと思います。 

 

 

高阪 章 

井上さん、お願いいたします。 

 

 

井上 義國 

カセム先生から、グローバル人材の育成プロ

グラムについてＰＲＥＸと立命館アジア太平

洋大学と共同で、何かをやれるのではないかと

いうご提案がありまして、それにたいへん興味

を持ちまして、今後考えていきたいと思います。

アジアモノづくりファンドについても、ＰＲＥ

Ｘは、いかなる絡み合い方ができるかというこ

とについても、今後、検討したいと考えていま

す。それから神長先生が基調講演の中で、関西

の魅力を高めるための新基軸をどう立ててい

くのかということについて、そのバックグラウ

ンドからいろんなことを問題提起されました。

実はＰＲＥＸをつくる時も、関西の魅力を高め

るための新基軸をつくりたいということで、Ｐ

ＲＥＸをつくった経緯があります。つまり人材

育成に関して、とくに中堅マネージャーの育成

に関して、ともかく１回、ＰＲＥＸに行ってみ

ようと、世界中の人が、とくに途上国の人が考

えるようなＰＲＥＸでありたい。となれば関西

に、そいいう人々が集まってきて、関西の魅力

を高めることになるのではないかと、いう狙い
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がありまして、それも徐々に実現しつつありま

すが、まだまだ、道は遠いわけでありまして、

そういう中堅マネージャーの育成まで、ＰＲＥ

Ｘの機能を高めていくにはどうしたらいいか、

というのを、これから考えていく必要があると

考えております。 

環境の問題、人材の流動化その他、交通革命、

ＩＴ革命等をベースにして、いろいろな面で複

雑にもなっています。また、多様にもなってい

ます。非常に予測不能ですね。鳥インフルエン

ザみたいなものとか、テロみたいなものとか。

予測がなくて、ポイと出てくる問題もあります。

だから、協力が不可欠だということです。国を

越えて、世代を超えて、人種を超えて、宗教を

超えて、協力せざるをえない状況に人間社会が

置かれているんです。だからそこを真剣に、ま

た、真剣ではない時には、楽しくできるような

カギが、どこにあるかというと、僕はポーンセ

ークさんが言ったスモール・コミュニティ・カ

ルチャー、ファミリー・ユニットを中心にした

連帯感、そういうような雰囲気を、僕らはつく

らないといけないと思うんです。 

グローバル人材の育成に関しましては、関西

経済連合会が、日本人で海外で、働く人の育成

というのを２、３年前から始めまして、今年か

ら、その育成についての実施を、ＰＲＥＸが請

負うことになりました。そういった意味で、グ

ローバル人材に必要な要素は何なのかという

ことについても、ＰＲＥＸとしても、これから

考えていかなければならないと思っています。

とくに先ほど、タイのガンボアさんが、おっし

ゃいました自らのアイデンティティを明確に

意識している人というのが、グローバル人材の

１つの最低の条件ではないか。これをどういう

具合に培っていくのかということも、たいへん

重要だと考えています。 

私も３３年前に、文部省の留学生として日本

に来ました。３１年前に結婚をしました。去年、

３０周年の結婚記念日を、フランスとイランの

出身のご夫婦と一緒に、フランスで２週間、家

を借りて過ごしました。そこに自分の学生時代

の、あらゆる世界中の友だちが２週間の間に来

て、飲んで、食べて、海で遊んで帰れるような

場を設けたんです。これは基本的に、僕は、ス

モール・ファミリー・カルチャーの延長線であ

った企画だったと思うんです。そういうものは、

他のヨーロッパ社会にも昔あったかもしれま

せん。 

 

 

高阪 章 

ありがとうございました。それでは基調講演

者の方から。人材育成も含めて、今日のテーマ

に関することも含めまして、先ずカセムさんか

らお願いします。 

 

 私は８年間、子供と一緒に日本の農村で生活

しました。兼業農家として米と野菜をつくって

いたんですね。愛知県の山のほうで。私の子供

たちは、そこで育てたお陰で、世代間の交流が

できるようになりました。おじいちゃんとおば

あちゃんが、たくさんいるし、いろんなことが

できるし、彼らの物まねをする。漫才も子供が

モンテ・カセム 

私はたぶん、人材育成のための交流の意義の

一番大事なところは、どこかというと、今日の

課題の大きさが１つあると思うんです。例えば

問題が、国境を越えて、地球化してきているこ

とですね。 
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神長 善次 できるようになる。その子供たちが、いまイギ

リスで生活して、たぶん日本やアジアに戻らな

いと思うんです。だけどその価値観を自分の心

の中に持ちつづけているんです。それで自分の

いとこ達、イギリス育ちのいとこ達と比べて、

完全に世代間の交流ができるのが、私の二人の

子供なんです。アジアに行って、私の母国スリ

ランカに戻ると、すぐに溶け込んでしまう。そ

の５０人ぐらいの私のいとこ達の子供たちと、

その群れの中に入って、どこに行ったかわから

ないぐらいになってしまうんです。 

まず、カセムさんのおっしゃった中で、先ほ

ど言いましたけれど、デザインというのは、潜

在力とモノづくりからという話がありました。

恐らく、この潜在能力というのは、ローマは１

日にしてならず、という言葉があるんですが、

そうなんだろうと思います。やはり文化、文明

というものをしっかりと考えないと、出てこな

い、あるいは育たない。知ると、知らないにか

かわらず、出てくるものではないかと思います。 

私はカセムさんに１点、質問があるというか、

教えていただきたいんですが、先ほどアマルテ

ィアセン教授が、ケイパビリティというのが大

切なんだと言われましたが、ちょっと私は、そ

れが、どういうことで、大切なのか、かつまた

ケイパビリティという内容は、何なのかを教え

ていただきたいと思います。 

だからこのクロス・オーバーが、できる原動

力は、どこにあるかというと、恐らくポーンセ

ークさんが、大事なことを言っていたのは、こ

のスモール・ファミリー・カルチャーだと思う

んです。スモール・ファミリー・カルチャーで、

ファミリー・ユニット。考えてみれば日本の企

業の秘密は、そこなんです。寅さんの映画で、

よくしょうがない寅さんを支えている、零細企

業の社長さんや、そのコミュニティを考えます

と、あの山田洋次さんが、よく、そこを捉えた

と思うんです。それは考えてみれば日本の大企

業であっても、その会社があるからこそ物事が

できる。そういう意味から、この国の代表的な

場所はどこかというと、関西地域なんです。関

西地域が、まさにこの笑いを通じてであろうか、

企業文化を通じてであろうか、それは世界に広

める可能性を持っている地域だと思うんです。

そこは私は、たぶんアジアと、関西の連関性だ

と思います。 

井上会長からは、ＰＲＥＸの話がありました。

モノづくりファンドの話に言及されましたが、

先ほど私が言いましたように、この日本の里文

化というものを、いま、日本は育てていくべき

だと思うんですが、まさにＰＲＥＸは、その先

端をいっていると思うんです。そういう意味で、

大いなるリーダーシップをとって、日本の中の

里文化、そのリーダーシップを外に向けると同

時に国内にも目を向けていただいたらいいん

ではないかなと思います。同時に、今日お集ま

りになった皆さんもおりますが、やはり、アジ

ア・モンスーン・ベルト、われわれの共通の土

壌ですよね。従って、この日本を守る、いやア

ジアを守る、これからの世界の環境を守るとい

う意味において、モンスーン・ベルトと日本と

いうことも、１つお考えいただければありがた

いなと思いました。 

 

 

高阪 章 

神長さん、どうぞ。 

 それからガンボアさんは、ユニティ・イン・
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ダイバーシティ（多様性の中での協調）という

話をされました。まさにその通りだと思います。

私のいたネパールで今一番必要なのは、まさに

ユニティ・イン・ダイバーシティです。民主主

義勢力があり、国王制度があり、そして地方が

ある。なかなか中央政府から目が届かない、こ

ういう中で、どうやってユニティを図るのか。

いま恐らくネパールが置かれた最大の問題で

す。こういう中で、どういうことがなせるのか、

ＰＲＥＸさんは、先ほどの冒頭の話では３０％

の事業が企画・提案型になってきたと言ってお

られました。そういう意味では、これは押し付

けかもわかりませんが、例えばネパールが、こ

うして苦しんでいる時に、いったいＰＲＥＸと

しては、何がネパールに対して提言できるのか、

そういうことも考えていただけたらなと思い

ました。それがガンボアさんの言われるユニテ

ィ・イン・ダイバーシティ、ネパールの場合に

限って言いますと、そういうことではないかな

と、もちろんフィリピンは、ユニティを果たし

つつありますが、そういう問題も含んでいるん

ではないかと思います。 

ポーンセークさんは、ビジネスのほうをやっ

ておられて、いま文化副大臣になられたという

ことからでもないんでしょうが、文明、文化と

いうものに非常に造詣を深くされているとい

うことで非常に感動を受けました。それから小

川理事長のご指摘の技術力の大切さ、これは今

後も十分、アジア、のみならず世界に浸透して

いっていただきたいと思います。それから高阪

先生から出ています、人材交流の問題ですが、

私はやはり基本は、自分を知ることだと思うん

です。つまり日本を知ることだと思います。そ

れなくして、どうして、われわれが協力できる

んでしょうか。つまり日本、関西は、何を思っ

ているのか。これなら協力できる。これならお

話できる。これなら支援ができる。そういう問

題があるんじゃないかと思います。その点を指

摘したいと思います。もちろん、それあって、

相手を知るということだろうと思います。先ほ

ど「天高く馬肥ゆる秋」の話をしましたが、や

はり、それぞれ自分を知って、なるほど他人は、

こうなんだということを知ること。そういうこ

とを、やはり、知っていく、その基本ですね。

そこのところをしっかりと見詰めていく必要

があるんではないかと思います。 

それから、そうは言っても、国際交流は、ポ

ーンセークさんが先ほど、うまいこと言ってお

られましたが、ピース・アンド・ハーモニー、

それです。それなくしてできません。平和と協

調、これなくしてできないですね。ということ

は、われわれは、このＰＲＥＸを始めとして、

何をなすべきか、２１世紀のアジアを、どうす

るのか。アジアの安定、アジアの平和、そのた

めに何ができるのか。これは常に考えていかな

ければならないと思います。それあって初めて、

交流が成り立つということなんだろうと思い

ます。そういう意味では、戦後６０年、日本は

平和を保ってきました。その知恵というのは、

あるんだろうと思います。そういうこともこれ

からＰＲＥＸに課せられた任務ではないかと

思いました。 

 

 

高阪 章 

ありがとうございました。今から第２ラウン

ドに入りたいと思います。すでに神長さんのほ

うからＰＲＥＸの役割についてもあったんで

すが、それはもう少し最後のほうにとっておい

て。あえて挑戦的な発言を、皆さんに投げかけ
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てみたいと思います。割と、皆さん意見が一致

してしまうんで、それでは困る。もう少し、い

がみあっていただきたい。例えば、カセムさん

は、モノづくりが大事だということをおっしゃ

ったんですが、関西というと、製造業、モノづ

くりと、割とよく言われるんですが、もう少し

ソフト面を考えられないだろうかということ

を、ちょっとコメントしてみたいと思います。

といいますのは、関西が、製造業で、日本の資

本主義の草分けになったということなんです

が、この間、私は韓国のエコノミストと話をし

ていまして、東京と関西は、どう違うのかとい

う話になりました。関西でも京都の人は、「お

茶漬けでも、どうですか」と言って、ほんとう

にお茶漬けを食べに言ったら、この人は田舎者

だと笑って、京都の人は意地悪だという話を聞

いたんです。外国人の方は、初めて聞かれた方

もおられると思いますが、この逸話は割とよく

知られていることなんです。私は京都の生まれ

なんですが、これは別に田舎者をバカにしてい

るということではなくて、むしろカセムさんが

おっしゃったアウェアネスに近いですね。つま

り人を気遣う。それから会話を進める。円滑化

のためのサービスだと思うんです。こういうサ

ービス精神を表す最も代表的な関西弁という

のは、わかります？「おおきに」と言うんです。

最近、あまり聞かなくなりましたが、おおきに、

というのは、サンキュー・ベリマッチという意

味なんですが、関西は、そういうソフトの部分

も結構あって、それが、たまたま、いまサービ

ス精神ということを、申し上げていますが、デ

ザインだとか、そのサービスというのは、基本

のところというのは、もっと使える部分がある

と思います。観光なんて、まさにそういう部分

だと思います。モノづくりという時には、何も、

具体的に建築だとか、あるいは事物的なモノづ

くり、あるいは重厚長大の、それだけではなく

て、もう少し抽象的に考えてもいいのではない

か。それからもう１つは、先ほどポーンセーク

さんとお話していたんですが、親切か、親切で

ないか、田舎へ行くほど親切になる。そういう

話をしてたんですが、そういうスモール・コミ

ュニティ・フィーリングというか、スモール・

コミュニティ・カルチャーといいますか、そう

いうものというのは、段々、失われていくとい

うのは、これはある程度は、避けられないと思

います。それで日本では、高齢化だとか、少子

化だとか、よく危機的に語られていますが、東

アジア、すべてそうですね。エージングという

のが、もう東アジア共通の、先進国はもちろん

なんですが、東アジアは共通の課題になってい

て、そういうところでは、やはりスモール・コ

ミュニティ・カルチャーというのは、段々、失

われていくと思います。ですから逆に、そうい

う時でも、あえて第３者の間での、そういうア

ウェアネスいうのがないとできないし、ファミ

リー・フィーリングがないと、サービスができ

ないと言っていたら、駄目だという気はします

ね。ですからそういうモノづくりとスモール・

コミュニティ・カルチャーというのは、何とな

く古き、よき昔という、そういう気がしますの

で、あえて言うならば新基軸ということが考え

られるのであれば、避けられない人口動態です

ね。ポピュレーション・ダイナミックスの現実、

それからポスト・インダストライゼーション。

脱工業化の現実、こういうものを現実として踏

まえた上で、やはり人材交流というものも考え

ないといけないし、それから関西とアジアの係

わり方というのも考えないといけないという

ふうに思うんですが、ちょっと視点を人材交流
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から関西とアジアの係わりということに移し

ていただいて、また、お一人ずつコメントをい

ただければと思います。 

 

 

ポーンセーク・カーンチャナチャリ 

今おっしゃいましたが、そのサービス精神と

言いますか、私が旅行をしますと、成田のほう

に向って行きますと、昔はあまり日本語ができ

ずに「おおきに」などと言うと、成田では「あ

りがとう」だと直されたんですね。関西に来る

と「おおきに」と言いますと、相手は「どうい

たしまして」と答えてくれるわけです。ですか

ら、親しみやすさというのは、アジアにおいて

は、関西に来ると、とくに感じます。関西に来

ると、暖かいものを感じます。私のタイの友だ

ちが、日本の友だちに対する偏見なんて持って

いないんですね。私たちは日本人と仲良くやり

たいと思っています。ここの専務理事の三田さ

んが、何人かのＰＲＥＸの方とタイに来られた

んですが、バンコックの交通状態がひどくて、

すごく時間がかかって、私の事務所に来るのに

１時間半もかかってしまった。私が重要な会議

があってお迎えに行けなかったんです。次の日

に、国立博物館にお連れしました。こういうこ

とを私どもも、必ずしようと思っています。す

なわち関西と、アジアの国々では、お互いに面

倒を見合うというか、もてなしあう、継続的な

関係を望んでいるんです。こうした継続的な関

係を構築していくことこそ、文化の重要な一部

だと考えているからです。私の記憶が正しけれ

ば、先ほどの基調講演の中でも文化的な、ある

いは倫理的なことについての言及がありまし

た。文化も、倫理もとても重要だと、私は考え

ています。日本が、こうしたものを失ってしま

えば、大きな悲劇だと言えるのではないでしょ

うか。５０年代から、今日に至るまで、皆さん

方は、様々なことを考慮しつつ、つまりお金を

儲けるということだけを考えるのではなく、

様々なことを考えておられました。つまり人間

としてのあり方、人材開発のあり方を考えてい

らっしゃったわけですが、知識やノウハウだけ

が重要ではなくて、人と人との理解が重要なん

だということを謳っておられたのが日本です。

３０年前、松下エレクトリックとの関係が深か

った時、私の父が、松下幸之助さんの友人でも

ありました。そしてその当時は、お話をする時

に、よくタイ・スタイルの半袖のシャツで見え

ました。ところがこの半袖のシャツの服を着る

とお客さんの前に出られないころがあったん

です。こうしてすばらしい民族服を来て出ると

いうことが、正式にきちんとすばらしい服を着

ているんだということを、当時、説明をしたわ

けです。私は母とも話をしておりまして、４０

年から５０年前ですが、私の両親が京都に来た

ことがあるんです。そして松下幸之助氏の家を

訪ねて、お茶の会に呼んでいただいたこともあ

ります。私は千 宗室さんに、お茶の会に呼ば

れたこともありました。こうした様々なフォー

マル、インフォーマルな形で有名な方々と友情

を育むことができたわけです。このことは、と

ても重要なことだと思うんです。おカネだけで

はなくて、おカネだけ考えているとエンロンの

ようなことを起こしがちです。アメリカの巨大

企業であるエンロンは、事件にまみれました。

１つのエンロンという企業だけではなくて、多

くの企業が、そうした問題を起こす中､倫理的

にも高い、そして強い友情を育むような文化を

ベースを中心とした関係を築くようなことが

必要ではないかと考えるんです。こうした関係
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があって、初めて私たちは、例えば神長さんと

私が、先ほど平和と協調ということで意見の一

致を見たんですが、平和と協調が育まれるので

はないかと思っています。神長大使の話にもあ

ったように関西はアジアへのゲートウェイを

果たしているんです。関西とアジアとの関係を

論じる際には、もちろん大阪のことも考えなけ

ればなりません。９４年、私は大阪に初めてや

ってきました。日本へは初めてではなかったん

ですが、７５年には、すでに初めて日本へ来た

ことがあります。日本式の経営セミナーに参加

をしたのが、９４年だったんですが、非常に印

象深く様々なことを学んだことができたセミ

ナーでした。このセミナーを開催したのは、政

府の省庁、そして大学、そして企業などであり

ました。すべて関西の組織が開催されたもので

す。非常にすばらしい活動を、そしてスピーチ

が行なわれた会議だったんですが、その地域、

つまり関西地域への貢献を大きな目的とした

会議でありました。こうした関西地域における

活動が、関西の大学、あるいは企業の支援を受

けて大きく成長してきたことを非常にすばら

しいと思っています。アジア太平洋地域だけで

はなくて、様々な地域を対象として、こうした

活動をＰＲＥＸが行なってきた。アジア太平洋

だけではなくて、東ヨーロッパへも、そして中

国へも、ロシアへも、その活動の対象を広げて

いらっしゃるということで、たいへんすばらし

いと考えています。関西とＰＲＥＸという組織

が大きなことができるということを確信をい

たしました。ある統計数字を見ていたんですが、

ＰＲＥＸは過去１５年間に卒業生を９，０００

人を輩出している。そしてその中の多くがフィ

リピンに旅立ったというです。彼らは親善大使

として、フィリピンに戻って来て関西と日本の

文化を知っているということで橋渡しの役を

してくれているんです。また、ＰＲＥＸに対し

ては、現在行なっていらっしゃることを今後も

継続していただきたいと考えています。すばら

しい活動をすでにやっていらっしゃるわけで、

今やっていらっしゃるようなセミナーを今後

もつづけてほしい。それから相互訪問もつづけ

てほしい。それから具体的なプロジェクトもや

っていらっしゃるわけで、それもつづけていた

だきたいと考えます。ロータリーに私は属して

いるんですが、このロータリーの中にも、グル

ープの交流のプログラムがあります。こうした

活動についても、協力をお願いします。関西、

ＰＲＥＸはすばらしいプロジェクトをやって

いらっしゃるわけですから、アジア太平洋だけ

ではなく、他の地域、例えばロシア、東欧など

も含めて、拡大をしていただきたい。そして若

い専門分野を持った方々を呼んでいただきた

い。そして今までのようなサービス精神に基づ

いて、いろいろなサービスをやってほしいと考

えています。こうしたホスピタリティ、サービ

スという精神を基にしたプログラムもやって

いらっしゃるということで、私たちは非常に多

くのことを学んでおります。受益者としては、

つまり私たちとしては、受け入れてくれる国の

文化を学ぶことができる。そして家族の、受け

入れてくれる家族の一員となることができる。

そしてタイの方がおっしゃっておられたよう

に日本から故国へ帰ってから、日本から来るビ

ジネス・パートナーをよりよくお迎えすること

ができる。こうした活動を、これまで可能にし

てきたわけで、こうした活動を利用すれば、若

い専門知識を持った多くの方々も、大きな利益

を得ることができます。そして、それぞれの場

所の家族の価値、あるいはコミュニティの価値
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などをお互いに学びあうことができるわけで

す。ですからこうしたプロジェクトは、たいへ

んすばらしいと考えています。ロータリー・イ

ンターナショナルも、こうしたプジェクトを過

去６５年にわたって、やってまいりました。そ

のような活動をＰＲＥＸにも望みたいと考え

ています。 

 

 

高阪 章 

神長さん、どうぞ。 

 

 

神長 善次 

高阪教授から、そのスモール・コミュニテ

ィ・カルチャーの退化は避けられないというこ

とに対して、私はコメントを求められているよ

うな気がしているんですが。ご承知のように言

語でいいますと、世界の言語というのは８，０

００位あったんです。しかし、これも最近６，

０００に減っています。急速に減っています。

これが恐らく１つの例でしょうが、確かにグロ

ーバライゼーションというのは、もう一方の影

を投げかけていることは間違いないです。 

そこでわれわれは、どうするんだという話だ

と思います。実はこれに先に手をかけたのはユ

ネスコですね。松浦さんは、事務局長として一

生懸命にやっておられますが、ユネスコで無形

文化財条約というのが、ようやくまとまりまし

て、今批准の段階に入っています。でも先進国

は、意外とこれに冷淡ですね。これのベネフィ

ットを受けるのは、どこか。実はアフリカなん

ですね。なぜか、無形文化財だらけですね。ア

フリカは有形が、なかなかないですね。だけど

踊り、音楽、それからお祭り、全部無形です。

これは実に豊富です。そういう問題があります。

しかし、これも放置しておいたら、なくなって

いくでしょう。だから恐らく、これも後でＰＲ

ＥＸの１つの課題となって出てくるかもわか

りません。言語に関して、もう２，０００もな

くなっていて、放置しておけば、数週間で１つ

ずつ消えていくということが統計上表れてい

ます。たいへんな問題であります。ところが日

本という国は、実はこの無形文化財を、もう初

めから知っていたんですね。日本には人間国宝

の人がいる。こんな国はないと思います。無形

文化財を守っています。こういう先進的な考え

をしている日本という国、やはりユネスコのみ

ならず、世界に貢献できることがあるんではな

いかと思います。 

 

 

高阪 章 

では、小川さん、どうぞ。 

 

 

小川 修司 

スモール・コミュニティ・カルチャーとか、

多様性の話でありますが、私は実は３０年前に

大阪の通産局に勤めていたことがあります。そ

の頃、関西経済が地盤沈下しつつあって、東京

に対抗して、関西は１つになって、振興しなけ

ればいけないという、そういう１つの考え方が

ありました。「関西は１つ」という、そういう

スローガンを掲げて報告書をつくろうという

ことをやったことがあります。そしたらある関

経連の人だったと思いますが、小川さんは東京

の人だから知らないでしょうが、「関西は１つ」

というののではなくて、「関西は１つ１つ」と

言うんだよ、と言われました。京都、大阪、神
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戸という主要都市だけでも、非常に古い歴史の

ある地域ですから、それぞれ伝統があって、非

常に多様性に富んでいるんですね。東京なんか

に比べると、ずいぶん関西というのは多様性に

富んでいる。その多様性を、うまくまとめてい

ろいろやっていくという、これも１つのカルチ

ャーかもわかりません。関西というのは、非常

にインターナショナルなところがあるんでは

ないかという感じがします。結局、価値観とか、

文化とか、そういうものは、まさに、日本の中

だって多様性があるわけですから、まして世界

になったら、もう限りがないくらい多様性があ

る。こういう中を、いかに結び付けていくかと

いうことが一番、これから重要なところではな

いかと思います。その結び付けていくのが、１

つは、さっき申し上げました経済とか、技術と

か、こういうのは結果が出るわけですね。共通

の尺度になる。価値観の対立だとか、宗教の対

立だと、戦争みたいになってしまうんですが、

経済は、間と間を取って、半々にしておこうと

か、妥協のできる世界。これが非常に大事なこ

とだと思います。そういう意味で、経済とか、

技術とか、そういうところに共通の尺度を求め

て、結びつきを深めていく。ヨーロッパも、最

初はヨーロッパ経済共同体だったんですね。経

済で結び付いて、今、ＥＵになっているわけで

す。もちろん経済の結びつきを深めるためには、

政治的な意思もあります。しかし、経済で結び

付くと、あるいは文化で結び付くと、あるいは、

さっき神長さんが、最近は工程間分業だとおっ

しゃいましたが、そういう生産過程で、密接に

結び付いていくことが、結びつきをより一層深

めることになります。その中で、一方では多様

性がある。そういう経済とか、なんとかで付き

合っていると、ほんとうに世界というのは、い

ろんな考え方がある。言葉もたくさんあるし、

考え方もいろいろある。こういうことが分かっ

てくる。それで非常におもしろいことが起こる。

ものすごく日本的なことで、こんなものが世界

で通用するわけがないということが、かえって

通用するんですね。世界の人が、寿司を食べる

などは、昔は想像もしなかったんですが、今は

寿司というのは世界的な健康食になっていま

すね。日本的経営というのも、ほんとうにそう

なんですね。これは何か非常に家族的で、なん

となくウエットで、こんなものが、通用するの

かという不安を持ちながら、日本の経営者は、

いろいろ苦労してやっている。例えばインドに

行っている会社が、事務所を全部、大部屋にし

た。インドというのはご承知のようにカースト

制度で、階級制がきびしくて、長と名につく人

は個室があって、食堂も違うし、トイレも違う。

そんな文化の中に、日本式の大部屋方式にし、

食堂も一緒、みんな作業服を着て、やっていく

という、日本的経営を取り入れた。その結果、

工場が非常に効率的になって生産性が上がっ

て、儲かるようになる。お互いに、非常に特色

のある文化が、かえって、国際性があるという

ようなところもある。お互いに、いろいろ付き

合ってみて、相手の文化というか、考え方を知

ることになる。知らないと、人間というのは駄

目ですよね。中国の反日デモをやっている人、

あれは恐らく日本のことを、何にも知らない人

がやっているのではという気がしてならない

んです。一回でも、このＡＯＴＳの研修に来た

人は、およそ、反日になりようがない。やはり、

物を知ること、お互いの多様性を認め合うこと。

その中で、共通にいいところは、共通の尺度を

持ち、共通の場を持つということが、これから

重要ではないでしょうか。そういう意味でＰＲ
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ＥＸの活動というのは、こういう活動がほんと

うに広まっていくというのが重要で、今後とも

事業の発展を期待したいと思います。 

 

 

高阪 章 

カセムさん、何かご発言を。 

 

 

モンテ・カセム 

投げかけた質問もいくつかあると思うんで

すが、私も高阪先生と同感です。日本でモノづ

くりと言った時には、ただただ、ハードなモノ

をつくるだけではないんです。すごく奥深い、

見えない、無形なものが、連携するんですね。

その無形なものも大切にしないと、日本型のモ

ノづくりにならないということです。人間に投

資をします。そういう人間関係に投資をします。

そこから出してくる個性に投資をします。いろ

んなものに投資をします。だからほんとうに、

僕はモノづくりの現場が、ある意味でユニテ

ィ・イン・ダイバーシティ（多様性の中の協調

性）を成功させた１例ではないかと思うんです。

さっきの高阪先生がおっしゃったように、間違

いなくこのスモール・コミュニティ・カルチャ

ーが、日本の家庭では消えつつあるんです。マ

スの消費型文化の中でも、それが消えつつある

んです。 

ネガティブで見ると、それをどういうふうに

われわれが、歯止めをかけるかということだと

思います。もう少し、何かポジティブな方法が

ないかということを、先生が質問を投げかけた

後に、僕も考えたんです。私らのような大学の

機関が、そういう可能性を生み出す現場かなと

思ったんです。もう少し説明しますが、われわ

れのところへ来る学生諸君、日本人のみんなが

英語を勉強している。英語がアジアで通用しつ

つある。それで共通言語だから勉強しろとハッ

パをかけるんです。全然、コミュニケーション

ができなかったら困るから、多様な、数１，０

００の言語文化を一人で勉強できないはずで

すから、しかし、小川先生がおっしゃったと思

うんですが、技術も共通言語であるし、こうい

ういいものを、心に響くものに感動することも

共通言語であるし、そういうような人間らしい

共通言語が、スピーク・アンド・ランゲージ以

外にもあると思うんです。このことが僕は大事

だと思うんです。わが大学でも、来年から半分

ぐらいの専門単位を現場に行って学べという

ことで、世界のいろんなところへ行かせます。

日本の若い学生と、そういう行き先の地域の学

生をペアにして送ったりすることによって、こ

の技術とか、共通な目標に向っていくとかによ

っても、統合されていくんではないかと思いま

す。英語だけがしゃべれるからコミュニケーシ

ョンができるんではないということが多面的

に身につけられればいいかなと思ったんです。

だからはっきりした答えにならないんですが、

いろんな形で工夫をして、この少数民族の言語

も大事だということを主張しながら、神長先生

もおっしゃったように行動を取りながら、どこ

かでマクロ・メタ・プラットフォーム（質の変

わった大きな活動の場）もいる。今のうちは、

それが英語になりつつあるから、それはやむを

えない。だけどその他に無形の技術等々も、も

う１つの対話の手段として使ったらどうか。私

のＮＰＯ活動の中で、付き合っている職人さん

たち数１００人が、英語がしゃべれないんです

よ。殆どの人が。だけど全く問題なく、発展途

上国のどこへ行っても、仕事ができますね。あ
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れは技術という共通言語を持っているからで

す。だからスライドで見たものも、そういう

方々なんです。だから、新しい工夫をしなけれ

ばいけないと思うんです。もう１つ感じたのは、

このユニティ・イン・ダイバーシティ（多様性

の中の協調）の中に、さっき韓国の例を申し上

げたんですが、それは韓国人と日本人だけだっ

たら対立構造になる可能性が十分あるんです。

だけど７０カ国がいると、問題が相対化してき

て、これは竹島問題であろうが、教科書問題で

あろうが、いろんな方々がいると、それを客観

的に見始めたり、全然、関係ない第３者の経験

を聞いたりすることになります。多様性によっ

て、調和が生まれてくることがあるんです。創

造性も生まれて来るんですが、調和も生まれて

くるんです。だからそういう意味では、非常に

多様性のある社会を日本の中に招くというこ

とは大事だと思います。そういう意味ではＰＲ

ＥＸがやっているようなこと、文化に目を向か

せる中堅の企業人たちをいろんなところから

招く。また、われわれの大学みたいに若い人を

招く。そういうような器が、たくさんあったほ

うがいいということが 2 番目です。3 番目なん

ですが、多少、僕らはノスタルジアで美化され

たところもないわけじゃないんです。これから

アジア太平洋地域が､単なる世界の工場になら

ないで、モノづくりを大切にしながら、世界に

誇れるような地域になるのであれば、やはり知

識創造とか、様々なところに大きく貢献しない

といけないんです。そのインフラが、アジア太

平洋地域は弱い。例えば、大学業界を取っても、

ネイチャーとかに相当するようなリサーチ・イ

ンストラクチャーが、この地域にない。だから

僕らも自分の同僚のアジア人を評価しようと

思った時には、西洋社会がつくったリサーチ・

インフラ基盤を活用して評価するわけです。何

で僕らが身近なところで、そういう共通リサー

チ・プラットフォームをつくれないか。この前

にアジア大学学長たちの会議で、何人か指摘し

て、それをつくっていこうかという動きがあり

ます。そういうコマンド・リサーチ・プラット

フォーム（共通の研究の場）をつくりましょう。

それにアジアの優秀な連中が自分のもってい

るものを語れるような場をつくりましょう。つ

くったものの品質保証をするようなシステム

をつくらなければならない。その品質保証シス

テムをつくったら、人材が域内で流動します。

アメリカを経由して、日本からタイに行ったり、

タイから日本に来たりしないで、日本からタイ

へ直接行けるようになる。例えば私はちょっと

異例かもしれませんが、ここにいるポーンセー

ク先生を見ても、タイからアメリカを経由して、

日本へ来ている先生なんです。だけど残念なが

ら、パックス・アメリカーナやパックス・ブリ

タニカの下の遺産が、そういうような構造にさ

せてしまったんです。だけど新しいパックスア

ジア・パシフィック・リージョンを僕らがつく

るんであれば、そういうインフラに投資をしな

くてはいけない。ここに僕らが、まだまだ十分、

目を向けていない気がします。だけど、これは

アジア太平洋大学であろうが、ＰＲＥＸのよう

なところであろうが、そういうインフラをつく

る種まきをし始めている気がします。そこをも

っともっと大切にしていけばいかがかなとい

う気がします。 

 

 

高阪 章 

話がちょっと大きくなってきて、これは先ほ

ど神長さんのほうから出されたことなんです
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が、ナレッジ・エコノミーになってきて、そこ

で知的所有権というものを、いかに切り離して、

それをアイデンティファイして、価値創造の源

泉にするかということに関して、ものすごくア

ジアが遅れを取っていると思うんです。それは

今のネイチャーの話をカセムさんが話されま

したが、それも同じことです。いま私は専門の

ジャーナルをやっていますが、専門のジャーナ

ルに、どれぐらいわれわれの著作が引用された

か、そういうものを引用して、ジャーナルのラ

ンキングをする。例えばこれは、われわれの業

界のことなんですが、知的産業における制度化、

制度。こういうものが、凄くアジアは遅れてい

て、宝の持ち腐れになっているんです。例えば

世界遺産なんかそうです。今までよく欧米人に

よって、これが遺産だよという発見がされてい

た。特に１９世紀はそうです。日本のモノづく

りの伝統とか言いますが、そういうものでもバ

ーナード・リーチに発見されたり、ウイリア

ム・ライトに発見されたり、という形で、持っ

ているものの価値を知らない。そういうものに

段々、われわれが目覚めて来ている。そういう

流れの中に、今ＰＲＥＸもいるということなん

です。去年、プレ１５周年のシンポジウムをや

りました時の１つの話題は、人材育成の双方向

化ということだったんです。日本は人材を、日

本ばかり受け入れてやっているけれど、反対向

けのことをやっていないんではないか。例えば

東南アジアに進出している日本企業に、どれだ

けローカル・エクゼクテブがいますかというい

ような話です。そういう意味で、人材育成の双

方向化というようなことを１つの新基軸にし

ていくべきではないか。実はその先兵の方が、

パネリストで二人いらっしゃるわけでなんで

すが、そういうことを含めて、１５周年を経て、

これからのＰＲＥＸに期待する役割というも

のについて話をしていただきたい。私とカセム

さんが話をしていると、どうしても大学の話に

なって恐縮なんですが、日本の文部科学省で魅

力ある大学院構想とか、魅力ある大学院とか、

そういうアイデアが出ているんですが、ここで、

なぜ今頃、そういうことを言い出すのかと言い

ますと、先ほどどなたかおっしゃった人材育成

のグローバル競争ということなんです。例えば

今年の国連の世界投資報告書のスペシャル・ト

ピックスとして、Ｒ＆Ｄつまり研究開発投資が

あります。研究開発投資で、多国籍企業の活動

が研究開発投資で見た時に、どれぐらい変わっ

ているかという話があります。顕著な最近の特

徴は、多国籍企業がインド、中国、ロシアとか

新興市場にＲ＆Ｄ投資を、どんどんしていると

いうことです。これは、昔は研究開発投資とい

うのは本国でしかやらないということだった

んですが、それが変わってきて、新興市場でや

るようなことになってきている。それはさっき、

小川さんが、工程間分業、バーティカル・ディ

ビジョン・オブ・レイバー（垂直分業）の話を

されたんですが、それと同じなんです。昔の工

程間分業というのは、自動車だとか、電子だと

か、その部品の工程をバラバラにして、労働集

約的なプロセス、それは東南アジアで工程間分

業だったんですが、今は知的プロセス、研究開

発みたいな、そういう知的プロセスの安い人材

が、例えば博士課程の学生が、中国で大量につ

くられていますね。同じレベルで安ければ、当

然、そっちを使うのが、マネージメントからし

たら合理的なので、そういう形でのＲ＆Ｄが増

えている。要するに日本の大学院は、そういう

人材を供給するのに立ち遅れているという危

機感から魅力ある大学院構想というのが出て
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きているんです。それはまさに大学教育に関す

る人材育成のグローバル競争の話なんですが、

大学以外のところは、もちろんあるわけです。

それはＰＲＥＸが、これからどうやっていくの

かにも大いに係わってくるのではないかなと

思います。ですからその辺りのことも、含めて、

少しパネリストの方から、ＰＲＥＸに対して、

こういうことをしたらいいんではないかとい

うようなコメントをいただきたい。そして、最

後に井上さんにお答えをいただきたく思いま

す。 

 

 

神長 善次 

高阪教授から、非常にタイムリーなご質問が

あったと思います。私は聞いていてハッとした

んですが、知的所有権、これは実は、私がジュ

ネーブにいる時に、この知的所有権の交渉をや

っていまして、内容を殆ど知っているんです。

実はネパールへ行きまして、そこは先述しまし

たように標高５０メートルから８，０００メー

トルまでありますからハーブ、薬草の宝庫です

ね。ところがこのハーブ・薬草に関する知的所

有権をネパールは、取れないんです。なぜかと

申しますと、ＤＮＡの分析力がないと知的所有

権の認可が難しいんです。これは私は受け売り

ですから、ほんとうにそうかどうか分かりませ

ん。ネパールにはＤＮＡ鑑定の設備がありませ

ん。何が起こっているか。結局、ハーブが持ち

出されて、外国でＤＮＡ分析がされて、それが

何らかの形で外国の企業が所有権を取ってい

るということです。そうしますと、自分が現物

を持っているのに、知的所有権を持つことがで

きないということになります。これがネパール

にとって、たいへんな悩みです。けれど今度、

恐らくＤＮＡというものに、それだけの知識、

設備、そういうものを教えることがあれば、そ

れはある程度、救えるかもしれません。救うよ

り、自分の国でやれということなのかもわかり

ません。そういう問題があるということです。

これは従って、途上国にとって、切実な問題に

なっています。 

それに加えて知的所有権とちょっと離れま

すが、知的ソフトの問題ですね。これも日本が

開発すべきだと思います。これはＰＲＥＸにお

願いするということではないんですが、私がイ

ンドネシアにいる時に、こういう質問を受けま

した。日本の人権について、インターネットで

検索したけれど、日本から何も取れない。これ

も１０数年前ですから、現状は変わっていると

思います。日本というのは、コンピューターを

輸出している。だけどソフトがないというのは、

どういうことだということです。じゃあ、どう

しているの？と聞きましたら、アメリカのハー

バード大学に結べば日本の人権問題の説明が

出てくる。こういうことですね。実にこれはお

寒い話と思いました。アメリカの見る日本の人

権問題と、日本の大学が分析している人権問題

というのは違うんだろうと思うんです。従って

高阪先生のご質問の知的所有権、加えて知的ソ

フトと言っていいのか、わかりませんが、そう

いう蓄積が欠けているんではないのか、という

ご指摘はまさにその通りです。今お聞きしてい

て、思い当たることがありましたので、加えて

問題提起とさせていただきました。 

 

 

高阪 章 

ＰＲＥＸへの期待、どなたかコメントを。小

川さん、どうぞ。 
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小川 修司 ハーマン・ガンボア 

私は関西の産業界、経済界が、協同事業とし

て、アジアの人材育成ということをやっている

のは非常に意義が大きいと思います。日本の産

業が、私どもの研修も、そうなんですが、一番

最初は、個別の技術の研修から始って、次に、

日本の企業経営のオペレーションが段々大き

くなってくると、現地の企業経営者を、現地に

育てないといけない。日本人は、やはり人件費

が高い。最近の日系の現地法人だと現地のエク

ゼクテブを育てないとどうしようもない。そう

いう技術から企業経営全体に、まず、研修の対

象が広がってきております。もう１つ先の話が

ありまして、今お話が出ています知的所有権、

あるいは環境問題とか、いろんなスタンダード

です。標準化の問題とか、産業に共通するいろ

いろな問題があって、これをアジアに広めてい

く。そういう共通の制度みたいなものをつくっ

ていく。あわよくば日本的な、そういう制度を

アジアに広めて日系企業が事業をしやすいよ

うな環境をつくっていく。こういう研修を最近、

やっています。アジアに対して、産業界全体と

して共通の課題となることでの人材を育てて

いく。そういう機関は、確かに手薄です。各国

の特許庁とか、あるいは環境問題のいろんな団

体とか、非常に手薄なんですね。そういうとこ

ろの人材を育てるという、産業界共通の課題に

対する対処ということが重要だと思っていま

す。共通の課題を見出してやっていただくとい

うのが、ＰＲＥＸ辺りのおやりになることとし

て非常にいいんではないかと感じます。 

先ほども申し上げたんですが、私はグループ・

スタディの交流プログラムをつづけていただ

きたいと思います。若い専門知識を持った方々

の交流を進めていただきたい。２５歳から３５

歳の方々を対象としたプログラムで、男女共に

参加できるようなプログラムを考えていただ

きたいと思います。こうした方々をチームとし

て、結成し、恐らく５人ぐらいのチームにして、

そして、いろんな国に送るというプログラムで

す。主に活動の内容としては、５週間から８週

間ほどの交流を様々な形で行う。若い専門知識

を持った方々が、ホーム・スティを行ったりす

るプログラムであります。その中で、様々な職

業の訓練を行う。例えば医師であれば病院に送

っていただく。エンジニアであれば技術系の企

業に送っていただく。２週間ほどかけて、こう

したプログラムをやっていただきたいと考え

ています。このように学生の交流、あるいは若

い世代の専門家の交流を行う。しかもその交流

の中で、ホーム・スティをたのしみながら、自

分の専門分野で知識を得られるようなプログ

ラムをつくっていただきたいと思います。２つ

目として、技術的なあるいは専門知識の交流を

行ないながら、ホーム・スティをすることによ

って、様々な文化を学ぶことができる。ある文

化ではやってはいけないことと、やっていいこ

とを家族から学ぶことができます。私が初めて

日本へ来たのが、７５年でした。私は親しい日

本の方とある日、ディナーを一緒にとっていま

した。家族の話などをしていました。風呂に入

る時のマナーなどを話していたんです。そのバ

スタブを共有するかどうか。日本では多くの方

が、同じお湯をお使いになるわけですね。私は

日本に来るまで、まったく、そのことを知らな

 

高阪 章 

ガンボアさん、どうぞ。 
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ポーンセーク・カーンチャナチャリ かったんです。私は風呂に入って、風呂の中で

体を拭いて、そして湯を抜いてしまいました。

どのように使ったらいいのか、全然知らなかっ

たものですから、私は後で、新しいお湯にして

おけばいいと思ったんです。そこで、そこの家

の方が、水を抜いたんですか？と。私は日本に

は、たくさん水があるんだから、新しい水を入

れればいいと思ったんですが、それは日本では

正しいことではなかったようです。そしてイン

ドにも行ったことがあります。インドでは、い

ろんな方々から、いろんなことを学ぶことがで

きます。インドでは、こうしなさい、ああしな

さいと、直接話をすることができるんですが、

何かでうなずく時に、インドでは、首を横に振

るんです。これは文化的な違いではないでしょ

うか。うなずいて、そして、そうだよ、とおっ

しゃってくれる時、インドは首を横に振るんで

す。こうしたことを学ぶことができるのは、家

族からだと思います。ですから２５歳から３５

歳までの方を集めて技術交流を行う。そしてホ

ーム・スティもさせてもらう。そういうやり方

をすればコストも押さえられることができる

んではないでしょうか。ですからＰＲＥＸに、

ロータリークラブ、あるいは商工会議所のよう

な、どんな団体でもいいんですが、スケジュー

ルをつくって、いただき、そしてホスト・ファ

ミリーから、いろんなことを学べるようなプロ

グラムをつくっていただく。こうしたことが

望ましいのではないかと思います。こうしたこ

とが、すでにやっているのがロータリー・イン

ターナショナルでもあります。過去６５年にわ

たって、こうした活動をしてきたことをロータ

リー自身も誇りに思っていると思います。若い

専門家を世界中に送り込むということで、ロー

タリーは多くのことを学んできたと思います。 

私からは、アメリカの企業について申し上げ

たいと思います。私は、アメリカでの経験は長

くはありません。１０歳から２６歳にかけて、

もちろんロー・スクールにもいたということで、

それなりの経験を持っています。アメリカ人は

非常に高い品質を揃えたすばらしい方だと思

います。そして倫理観も高いと考えています。

証券取引委員会などすばらしいシステムをつ

くり上げてきたのがアメリカです。日本の方々

に誤解を与えたくはないし、カセムさんにも誤

解を与えたくないので、先ずそのことを１つ申

し上げておきたいと思います。その上で申し上

げたいのは、タイでは日本は、そして日本の友

人たちは、アジアの価値を共有している仲間だ

と考えていることです。こうしたアジア的な価

値について統計数字を申し上げることはでき

ませんが、日本の経営トップの方々は、トヨタ

の社長であれ、あるいはその他大企業のトップ

経営陣というのは、あまり多くの所得を得てい

ないということですね。恐らく１億ドルから２

億ドル。アメリカの場合は、ストック・オプシ

ョンですとか、いろいろありますから、日本の

場合は平社員と社長の給料の差が非常に少な

い。アメリカの場合は非常に大きい。アジアで

も、そうでしょうね。日本とタイの場合は、フ

ィーリングが、通い合っていると私たちは持っ

ています。第一番はお金ではないとタイの人は

思っていますから。ですからこれが日本の人た

ちとタイの人たちが、これから先、協力関係を

つづいていくということにおいて、重要な点の

１つではないかと思います。お金が一番ではな

いということ。将来に夢を向けますと、私たち

が力を増すとしたら、その力を増した人が、１

つのことを決めれば、その決ったことが世界全
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モンテ・カセム 体に影響を及ぼす可能性があります。誰のこと

を指を指して言っているんではありません。で

すが、世界で一番大きな国の１つである国が、

ほんとうに間違ったから、あるいは意図的に間

違った、あるいは意図せずに間違った意思決定

をするとします。そうしますと、それが世界に

影響を及ぼしえる。私は日本というのは、私た

ちアジアの友だちに対して、とてもよい模範を

示してくれていると思います。１９５０年代、

日本の企業、それから政府との細かい問題があ

りましたが、日本の企業がアジアの友人たちに

対して、うまいやり取りの仕方等々、基本的に

非常にフォーマルな、また、正しい。そして私

たちに対してもフレンドリーな形で接して下

さったと思います。今の世界の環境は、どんど

ん変わってきています。私は関西の企業が、Ｐ

ＲＥＸを引き続きサポートして、今まで以上に

サポートしてくださり、ＰＲＥＸが、もっと頻

繁にミーティングを開催できるようになって

欲しいと思います。私はここに７年前に来まし

た。７年間に非常に多くの変化がありました。

ですが、私としては、こういう開発の過程をも

っとタイムリーにみたいんです。ですから、も

っと頻繁にこういうミーティングをして下さ

り、時には小さなミーティングをしたらいいと

思います。例えばインター・コンファレンスと

いうことで、フィリピンに一人、マニラに一人、

バンコックに一人、シンガポールに一人という

ことで、そしてそれをつないで、ミーティング

をしたんですが、そががとてもいいミーティン

グになりましたね。とてもよかったと思います。

そういうことも可能性としてあると思います。 

私が申し上げたグローバル人材育成に、ＰＲ

ＥＸや、大学やいろんな企業が協力しながら、

どういうふうにシステムをつくっていくかと

いうことだと思うんです。昨年の１１月からぐ

らいですが、私のところで２０団体ぐらいで、

本格化してきているんですが、どんな人材育成

プログラムをつくるかということになってい

ます。これはＰＲＥＸとも共通の課題だと思う

んですが、単なる功利主義で、企業の今のニー

ズに応えるような人材をつくったら大丈夫か

ということの疑問が湧いてきたんです。どうし

てかというと、まず、まわりの環境が急変動し

ますね。今の技術環境も変動しますし、政治経

済環境も変動します。その他のいろんな危機を

招くようなものも起きやすい時代になってき

ています。そうした時には、やはり、もう少し

腕力があって、長期的に取り組めるような人間

をつくろうとなります。そうすると企業のニー

ズよりも、ほんとうに戦力になるような人をつ

くらないといけない。もう一方の課題は、その

企業にずーと、その人はいるかという保証がい

っさいない時代になって来ているんです。企業

は、いつも矛盾を抱えていて、とくに日本型の

企業が、若い人材に、今までやっていたような

先行投資をしずらい時代に入ったということ

です。そこで中間組織であるＰＲＥＸや大学と

いうものの役割は、ますます大事になると思う。

なぜかというと、ジョブ・ホッピングをやって

も、似ている性質のものを連動的に出せるよう

な場があれば、企業も安心して、人に投資がで

きるわけです。投資して何かがあっても、また、

このＰＲＥＸや大学を通じて育成した人材、ま

た人材バンクから有力な人材を自分の会社に

入れられる。だからその背景に基づいて、人材

 

 

 

 41



PREX 設立 15 周年記念シンポジウム●パネルディスカッション 

を育成するんであれば、さっき私が申し上げた

広い教養を持ちながら、技術を持たなければい

けないという部分、やはりいい人間でないとい

けない。倫理観とか道徳観のようなものを、ど

ういうふうに教育プログラムに入れるか。さっ

き申し上げたように急変動に耐えられるよう

な人間、また、中立性を持って、やらなければ

いけない。この中立性というのは、私はＰＲＥ

Ｘにとっても、大学にとっても、すごく大事だ

と思うんです。なぜかというと、これから必要

とする様々なグローバルな基準、国を超えた基

準をつくろうとした時に、中立性でなければ取

り合いになっておもしろくなくなるんです。例

えば私がいつも言っているのは、立命館で今、

僕らはシンクロトロンを持っていて分子を砕

いてナノテク的な研究をやっているわけです。

その運営費の７割ぐらいが企業の受託から来

ているわけです。３割ぐらいは、僕らの教育費

から入っているわけです。それは１００％にし

ろという人がいますよ。法人の中でも。年間１

億２，０００万円以上かかる。だけど１００％

にしたら、われわれは単なる下請になってしま

う恐れがあるわけです。この３割を守ることに

よって、中立性が出てくる。どういうふうに中

立性が出てくるかというと、実際にシンクロト

ロンを使っている時間を測ると、これは金銭的

には、７割が企業受託で、３割が教育費です。

使っている時間から見ると、７割が教育に使っ

て、３割受託事業のサービスのために使ってい

る。こういうような技を、いつもＰＲＥＸや大

学みたいなものが、この民営化時代の中で持た

なければならない。この経営的な技を持ちなが

ら、われわれがこのグローバル人材育成プログ

ラムをＰＲＥＸや大学でやっていけば、非常に

いい人材を継続的に社会に出せると思う。われ

われの一番の社会貢献が、いい人間を社会に出

せるかということです。もう１つは、アジアモ

ノづくりファンドと言ったけれど、これはグロ

ーバル人材育成ほど練っているわけではない

んですが、さっき言ったグローバル人材育成に

もう１つあるんです。やはり企業人育成に応え

なければいけないから、研究開発をクローズな

領域でやらなければならない部分もあるんで

す。私の研究室の学生でも、企業の工程分析を

やるものが多い。工程の図面とか、そういうも

のを持ち歩くわけです。競争相手には、１つ数

億円ぐらいで売れますよ。だけどそういうこと

を絶対にしない人間を養成しないといけない

から、いつもどきどきしているわけです。悪い

ことを、いくらでもやれるわけです。だからさ

っきの倫理観とか、そういうものが大事なんで

す。クローズな領域に大学などが入らないとい

けないことになると、やはり立派な人材を大前

提として育てないといけない。そこをベースに

して、アジアモノづくりファンドというのは、

なぜ考えたかというと、とくに日本型の企業系

列の崩れからなんです。企業系列が崩れて、系

列企業に頼れなくなった。モノづくりの領域で、

技術力を持った企業は、たくさんこの日本国内

にあるんです。それらの企業には親分がなくて、

大丈夫かという心配があるんです。このモノづ

くりの技術は、日本でたまたま生まれて、育て

てきた世界遺産みたいなものだと思うんです。

モノづくりにたいへん期待をするアジア地域

の他の国々の億万長者たちに、その世界遺産を

守るためにファンドを出してくれませんかと

いう構想です。そういうようなファンドを、ど

うつくればいいか、ファンド・マネージャーを

どうすればいいか、ということを真剣に考えて、

この半年間ぐらいで、２０億から４０億ぐらい
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高阪 章 なもので始められるような構想を、今練ってい

るところなんです。そこはＰＲＥＸの方々が、

そういうものに関心があれば、もちろん、これ

はわれわれの企業秘密でも何でもないから、ぜ

ひ一緒に話し合って、そういうようなことをア

ジアの方と日本の方が一緒にできないか。１カ

月前に小泉首相と会食する機会があって、小泉

総理に、こういうことを私が退職するまでにや

りたいと言いました。カセムさん、こうことは

いいことだが、日本が金を出さなくて大丈夫で

すかと聞くわけ。われわれの恥じになるんでは

ないかと言うんです。総理がそういうことは言

ってくれるのは感謝してありがたいことだと

思うんです。だけど、これは共同でつくったら

一番、元気よく、長持ちすると思うんです。だ

から日本だけが、それをドミネートしてもアカ

ンと思う。アジアの企業ばかりであっても、い

けないと思う。それは他の国の企業だけであっ

てもアカンと思うから、これは共同として、わ

れわれができるんであれば、幸いではないかと

思います。 

ここで、ご質問がある方いらっしゃいますか。

今手を上げていただいた方のご質問、コメント

をいただきまして、パネリストの方にお答えい

ただきたいと思います。 

 

 

参加者１ 

つい最近、ＰＲＥＸのシニア専門家というメン

バーに入れていただきました。私が勤めていた

企業は、典型的な重厚長大産業で、まさに日本

の固有の企業文化の中で、経営してきた。私も

最後のほうは、経営責任を持つという立場にお

りました。その中で私の最大の、とくに１９９

０年代から２０００年にかけての最大の悩み

は、アジアの伝統的な価値観、あるいは考え方、

これは確かに個人的には非常に重要だと思い

ます。私個人としては、今でも、この価値観を

一生守っていきたいと思うんですが、企業とい

う立場でいきますと、グローバル化という中で、

欧米、とくにアメリカ辺りの瞬間、瞬間に最適

な解を求めるという、いわばこの瞬間に最大の

力を尽くして飛び込んでくる。そういう競争相

手と競争する時に、今までの伝統的な考え方で、

いろんな企業のステーク・ホルダー、一番重要

な従業員、あるいは下請企業の人、あるいは地

域社会の皆さん、いろんな人に配慮しながら、

意思決定していくことなど、とてつもなく時間

もかかるし、エネルギーも失う。その間にアメ

リカ辺りの資本力でばっと攻めて来られると

中長期的には、ともかくとして、その瞬間に死

んでしまうという状況に追い込まれる。否応な

く、今まで持っていた大事にしていたいろんな

考え方を少しづつ犠牲にせざるを得ないとい

うことになってきたわけです。従って、アジア
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的な価値観、ファミリー、あるいはスモール・

コミュニティーを大事にするという考え方は、

大事であるけれど、同時に、それだけでは生き

てはいけないという時に、どう答えを出してい

くのかというのが、とくに今の日本の企業の人

にとっては重要になってくると思います。グロ

ーバル化という時代から考えると、私は自分の

ビジネスを通しての経験からいうと、むしろ東

南アジアでも、例えばシンガポールとか、フィ

リピンもそうですね。タイもそうです。そこへ

いくと当時から、私が２０年、３０年前から付

き合っていますが、当時から彼らは、自分の固

有の文化とアメリカ、ヨーロッパ、あるいは日

本の文化と、どうやって折り合っていくかとい

うことを苦労してやってきたわけです。ですか

らそういう意味では、今の時点でみれば、日本

人より、よほどグローバル化にはなれていると

いうか、状況になれている。日本人がいろいろ

東南アジアの皆さんに教えることは山ほどあ

るでしょうが、同時にそういうグローバル化の

波に、どうやって折り合っていくかということ

については、アジアの価値観を大事にしながら

も、どうやって折り合っていくかについては、

むしろ教えてもらうことが多いんではないか

と思います。私はＰＲＥＸも、あるいはこうい

った交流も、双方向的にやるべきではないかと、

一方的に教える状況ではないと私は思います。 

 

 

参加者２ 

本日は、関西とアジアという題で、人材交流

を通じてアジアに技術とか、日本の文化のすば

らしいところを広めていくというお話をお伺

いしました。今、若い人たちが日本の技術とか、

文化とかをちゃんと知らないという現状があ

るなかで、私も先ほど神長さんがおっしゃって

おられたように、日本のことを、日本がもっと

ちゃんと知っておくべきだと思います。今の若

い人たちに、文化とかを知ってもらうために里

文化とかの話も出てきましたが、スモール・コ

ミュニティといって、小さくなっていって、そ

れが普及されていないという現状もあります。

若い人たちに技術や日本の文化を知ってもら

うために、政府というか、日本というか、どう

いったアプローチが取れるかということを、ど

う考えているかということをお聞きしたい。 

 

 

参加者３ 

質問ではないんですが、人材交流を通じたア

ジアとのつき合いと、サブで書かれていますが、

何も経済界に軸足を置いたものではなかろう

と解釈しております、もっと広い意味で、これ

からの２１世紀を通じて人材を育成し、交流を

もっと、お互いに自由に行き来できるようなコ

ミュニティをつくるということが、たぶん目的

だろうと思います。カセム先生もおっしゃいま

したが、やはり倫理観ということが世界共通で、

アジア共通でという観念がなければ、いけない

んではないかと思うわけです。小さい時から倫

理観が植え付けられないと、なかなか倫理観と

いうのは育たないですね。だから小さい時から、

どうやって倫理観を各国で植え付けているの

かということです。教育者、学校の先生の立場

よりも、私としては、それぞれの国の宗教、い

ろんな宗教、多様性、神長さんがおっしゃいま

したが、その宗教には倫理観が存在すると、私

は思います。どのようにして倫理観を子供たち

に植え付けているのかというシンポジウムを

やってみてはどうですか。そういうところから
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ハーマン・ガンボア 文化の基本的な交流が始るんではないかと思

うんです。そういう基本的なことをまずなさっ

ては、どうだろうかというふうに思います。 

倫理に関して、それから欧米化、伝統について、

私の友人、同僚、仕事の仲間たちの目には、日

本の文化は、非常に尊敬の念を持って、見られ

ています。私の横にいるポーンセーク氏も日本

の価値観ですとか、倫理観というのは、すばら

しい。それがこれからも引き続きつづきますよ

うにと思っています。それからフィリピンでは、

そこの文化、道徳観が非常に尊敬されて敬われ

ているということを申したいと思います。 

 

 

参加者４ 

約４０年ぐらいの間、色々な国の方と仕事を

してきた経験を持つ技術者です。ガンボアさん

にお聞きしたいと思います。日本の産業、経済

のみならず、いろんな面で、この国に自信を持

っております。しかし、いろんな国を考えます

と、国と国というか、人と人との行き来が非常

にあって、身近な生活的なボディ・コンタクト

と言いますか、そういう経験が、中国とか、イ

ンドとかにはあります。われわれの社会という

のは、そういうことの経験が、殆どない経済生

活大国であります。こういう違いというのは、

歴史、光と影がありますから、いい、悪いは、

別にしまして、そういう経験というのは、例え

ば総理大臣や大統領が変わったとか、例えばソ

連がロシアになったとか、そんなことぐらいで

は、根っこは変わらないことだろうと思ってい

ます。そういうところで、いろんな伝承をする

にしても、一緒に働くにしても、日本の側の人

たちが、その辺りを、どう理解していくかとい

うことを、ガンボアさんにお聞きしたい。 

 

 

高阪 章 

若い日本人に、日本のよさを、どうやって伝え

るのかという問題ですが。 

 

 

モンテ・カセム 

本人が気づくべきじゃないかということで、返

したらお終いですが、そうしません。たぶん１

つは、僕は機会があると思うんですよ。僕はい

つもＮＨＫの朝の「風のはるか」を見ている。

女房が笑って、ホームドラマを急に見るように

なったのは、どうしてかと聞くんです。３０年、

ここにいてやっと気づいたのは、ストーリーは、

どうでもいいんですよ。だけど日本中のいろん

な現場を、日本人に知らせるためにあるわけで

す。ストーリー性よりも、ちょっときっかけを

つくる。そこに行ってみたいなというきっかけ

をつくる。そういうところがいいと思うんです

よ。それを見て湯布院に行ってみたいなとか。

そういうようなことでも、いいんじゃないかと

思うんです。そういうな出会いの場が､いくら

でも社会のなかにあるけれど、なぜそれがうけ

ていないかということです。もっと身近になら

 

 

高阪 章 

最初の方は、日本的経営価値観と言いますか、

そういうものがグローバル化の中で、どうやっ

て適応できるだろうかというお話だったと思

います。ではガンボアさんにお願いします。 
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なければいけないんではないか。私が自分のラ

ボで何をしているかというと、緩やかなそうい

うものを伝えられるような環境をつくってい

るんです。その環境に大前提として、２つ成功

の要因があるんです。１つは東山と比叡山が見

える景色があることだと思うんです。それは大

きいんです。やはり京都らしい景色だし、心が

落ち着く。そこで勉強すると、やはり質も高い

んです。だからもう少し景観を記憶の中でも大

事にしなければならないということです。２番

目は、いつでもおいしいコーヒーとお菓子があ

れば、溜まり場になるんです。そういう場をつ

くって、いつの間にか、学生が知らないうちに、

企業の工程の環境診断をやったり、スリランカ

みたいな現場に行って、重い発電機を背負って、

歩いて設置したりするようなことになってし

まうわけです。そういうことをやる大前提とし

て勉強もしなければいけないんだけど、その行

った先の現場で出会う人々が、ふつうの大学生

活であれば付き合わない人と付き合えるんで

す。職人さんとか、現場の監督さんとか。私が

意図的に、なぜそういうことをやっているかと

いうと、彼らは日本の富をつくった人々ですよ。

彼らを知らず、ホワイトカラーの家庭から来て、

ホワイトカラーの大学へ行って、ホワイトカラ

ーの就職をして、そこで人生を終ってしまった

らつまらない。そう思って、そこを身にしみて

感じてもらうために、わざわざ行かせるわけで

す。その小さな実験を今、アジア太平洋大学の

教育改革の中で、半分ぐらい私は現場力という、

ちょっと軽い言葉で流してしまったんだけど、

ほんとうに深い意義が、そういう日本文化とか、

日本の良さを体験するきっかけつくっている

ことだと思うんです。それを今、教育制度の中

に、根付かせているということです。それは私

が大学でできることですが、同じように自分も、

自らできることがあると思うんです。ＮＨＫや

他の民放でも、何かを見た時に、図書館とかい

ろんなものが分かるから、そこで勉強してもい

いし、いろんなことをやれると思うんです。だ

から自らやるために、誰かきっかけをつくるん

だったら、大学では、こういうきっかけをつく

れると思うんです。もう１つはほれないといけ

ない。ほれると人間、なんでもやるんです。だ

から私も化学、物理学、動物学、植物学、鉱物

学を捨てて、建築学に移った。美しい方々が建

築学科にいたからです。試験管より、美しい

方々が魅力的で、ほれて行くわけです。だから

誰かにほれれば、行くわけです。ほれるという

のは男女関係だけではないんです。職人にほれ

るとか、いろんな方にほれる。私がほれたのは、

オートバイ。私は若い時に、ラリーとか、そう

いうものを、よくやっていたから、オートバイ

の修理屋とか、自動車の修理屋たちにほれたわ

けです。そういう職人にほれて、こういう世界

に入ったわけです。だからほれたら、人間どん

なこともやれるんです。それで重厚長大産業も

含めて、日本の長年やってきた伝統文化とか、

そういうものが片一方にありながら、もう一方

では、やはり切羽詰った時は、速く資本力でや

ってしまうという気持ちが、よくわかるんです。

われわれだって大学人としても、経営人として

切羽詰った時、全部、無視してやってしまう時

があるんです。私の考えは、企業の中だけでは、

限界があると思うんです。だから大学とか、Ｐ

ＲＥＸのような中間における機関と共同で､そ

の分をやらなければいけないんじゃないかと

思うんです。中だけでは難しいかもわからない

です。それも１つの方法ではないかと思います。

もう１つ、そこにヒントがあるんです。１０年
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神長 善次 ぐらい前は、日本人は働き蜂で、毎年平均２，

８００時間ぐらい働いていたと思うんです。今

は、２，３００時間働いてもらえればいいほう

だと思います。５００時間ぐらい減っているわ

けです。５００時間というのは給料も増えない

時には、何に投資をするかということです。５

００時間というのは働き蜂の日本人が１０時

間、毎日、働いても５０日間ですよ。この５０

日間を日本を知ること、アジアを知ること、い

ろんな多様な文化を知ること。そういうものに

投資をできないかと思います。だから、そうい

うことに、この中間組織や、他のところを使っ

たらどうかと思います。例えば、アジア太平洋

大学にいる学生、教員と職員を見ても、いろん

なタレントがいるんです。海の底をよく知って

いる人もいるし、空を飛びたいものもいるし、

いろんな人がいる。また、うちの生協のおいし

い民族食を９時ぐらいまで、普通の市民に解放

するとか、ある意味で、大学みたいなところを

知的文化交流拠点に展開したらどうかなとい

うことを考えているんです。そういうことを、

企業人の方々と、共同でやれたら、企業の中で

できないことが、やれるかもしれない。倫理観

を教えることが、私が非常に悩むんですが、も

ちろん学術的に教えることができるんですが、

人間の心に落ちないと意味がないんですね。心

に落とすためには、どうすればいいかというと、

私はやはり、いい人間と付き合わないといけな

いと思うんです。だから御手洗社長とか、カシ

オさんとか、そういう倫理観を持って、問題解

決をしなければいけない場を、学校の足元に運

んで来る理由はそこにあるわけです。そういう

方々の行動を見たら、私もああいうふうになり

たいと、ほれてしまえば、倫理観が身にしみる

んでは、ないかなと思うんです。 

先ほどの４つの質問、私は非常に深刻な、日本

の直面していることへの質問だと思います。先

ほどの質問、これは私、４０年間、外国を見て

きましたが、私自身の問題でもあります。いっ

たい宗教とはなんだ。全部、自分で勉強しない

とわからないですね。今の制度では。教育の問

題です。そう言ってしまえば終わりですね。で

も教育でやっていますか。私は４０年間、自分

で勉強をしてます。これはたいへんなことです。

先ほど質問されたような若い方に、私と同じこ

とをしなさいとは、言えません。これはほんと

うに深刻だと思います。でも質問された方は、

その問題点をつかんでおられますね。自分が大

切だ。どうするか。宗教をどうするんだ。恐ら

く、これは教育の問題ですから、教育は十分に

考慮すべきです。でも例えば欧米ですと、教会

がありますね。毎週、行けば、いろいろな知恵

が入ります。教えてくれます。でも日本は、ど

うですか。やはり、今、日本で里文化、そうい

うものを興せなかったら、日本人は永久に、こ

れを解決できないんではないでしょうか。要す

るに教育の問題でだけでは解決できない、そこ

をどうするか。私は先ほどの質問は切実だと思

います。これは私の長年の質問でもあるからで

す。ＰＲＥＸが、どういう立場を取られるか、

私はわかりませんが、それにお答えいただくと

いうのが、非常に、今の日本を考える時に、重

大な問題だということを指摘したいと思いま

す。 

それから最初の質問、これも重大ですね。私

もアジア危機の時、インドネシアを去りました。

でもその時、前兆は感じていました。パターン

があるんです。どういうパターンか。経常収支

を見るんです。それを見ると、赤字がつづいて
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きます。その時にどうするんだ。目ざとい人は、

資本を海外に逃避させます。その傾向が出てき

ます。そのうちに赤字を埋めるべく短期資本が

入ってきます。短期資本というのが問題ですね。

どういう資本なのか。それが入って来て、かき

回して、そして経済危機になっていきます。こ

れが１つのパターンです。それから合弁、これ

もそうですね。そういうことで経済危機があっ

た時に、今度はその国の通貨が下落します。下

落した時に、外国勢は今度は合弁の話を持って

きます。強くなったドルで買収する訳ですね。

そして合弁の時に、例えば５０％以上を相手に

差し上げるけれども、次の増資の時に、新株を

買いとって株の過半数を買い取ります。そして

再建して、儲けて、去ります。これも１つのパ

ターンですね。つまりパターンがあるというこ

とを、専門の方に、例えばＰＲＥＸが分析して、

皆さんにお知らせすべきではないでしょうか。

これも私は非常に深刻な、今、日本が直面して

いる問題だと思います。 

それから、先ほどの若い方の質問、これはコ

メントする必要がないと思うんですが、私が１

点、申し上げたいのは、宗教の問題の時、やは

りヒンズーというものを入れていただきたい

ですね。なぜか、日本の古事記を読んで、ヒン

ズーの古典を読んでみてください。この神話か

ら、神々まで、そして現実の政治が生まれてい

く、その過程、そしてその宗教が出てくる過程、

非常に似ています。そういう共通性があるんで

すね。これは日本では、あまり知られていませ

ん。でもこれは、日本国民が知るべきだと思い

ます。そういうことで、宗教というとヒンズー

というのが抜けがちなんで、それを入れるべき

だと思います。    

それから最後の質問で、これはガンボアさん

がお答えになっていますから、私から言うこと

はないかと思いますが、以心伝心ということも

あるんですね。これはやはりアジアの１つの特

徴だと思います。この以心伝心という文化、文

明スタイルですか。そういうこと、これもやは

り、ほんとうに高阪先生の言われるように、今

日の提言とするのかどうかわかりませんが、重

要な質問であるということを思いましたので

一言申し上げました。 

 

 

小川 修司 

今の４人の方のご質問は、ＡＯＴＳの研修の現

場でもそうですし、先ほどのガンボアさんのお

答え、その前にポーンセークさんのお話にもあ

りましたが、典型的に表れている問題状況なん

ですね。日本人が自分のやってきたことに対し

て、なんとなく自信をなくしているんですね。

最近の風潮として、市場主義だとか、利益中心

主義だとか、やはり企業というのが利益を上げ

ることが大事だとか、そんなことばかり言って

いる。それがいけないと思います。現に日本の

企業は、平成の１５年間、あまり業績がよくな

かったから、日本の経営が悪いからではないか

と、こういう話になっているんですね。だけど、

そうではないんですね。１５年間の不況の原因

は、経済政策が失敗したんであって、日本的経

営が失敗したんではないんです。だからアジア

の人たちは、それを冷静に、よく見ているんで

す。ガンボアさんの話にありましたように、日

本的経営というのは、ほんとうにうまくいく。

現に外国でやっている日本のオペレーション

は、かなりが成功している。しかも日本の輸出

は伸びている。平成の１５年の不況のお陰で、

日本人の、われわれと同じ世代の人が、ものす
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ごく自信を失って、やはり、われわれは間違っ

ていたんではないかというような話になって

しまっている。アジアの人たちに、逆に励まさ

れるんです。いや、そんなことはない、日本の

やり方がいいんだ、現にわれわれは成功してい

るんだと、こう言ってくれるんです。そういう

場面が、ＡＯＴＳの場面で、よくあるんです。

今の日本の風潮です。非常に大きな問題だと思

うんです。われわれは自信をなくしていると、

それがさっきの若い学生の方にはっきりと表

れているんです。何となくわれわれは、日本の

いいところを習うところがないんではないか。

ですから今の学生さんにお答えするとすれば、

お父さんの言うことをお聞きになったらいい

んではないかという感じです。お父さんは、恐

らく、一生懸命に日本的な経営の中で、どっぷ

り漬かって、ものすごく働いてこられたと思う

んですね。そういう話を聞くのが、何よりも日

本のいいところを若い人につなげていくとい

うことではないかと思います。 

 

 

高阪 章 

井上さん、最後に一言お願いいたします。 

 

 

井上 義國 

ＰＲＥＸの基本的考え方があります。小川さん

は日本的ということにたいへんこだわってお

られますが、ＰＲＥＸは、その言葉に、あまり

こだわっていません。ＰＲＥＸの基本的考え方

は、優れた経営に国境はないんだという考え方

です。日本の企業であれ、アメリカの企業であ

れ、ヨーロッパの企業であれ、アジアの企業で

あれ、優れた経営には共通点がたくさんある。

日本企業に共通している点よりも、世界中の優

れた企業に共通している点のほうが多いので

はないか。そういう考え方を持っています。日

本に来て、勉強される方には、優れた日本企業

のいいところを学んでくれと、言っているわけ

です。日本的経営という言葉は、使っていませ

ん。それと、ＰＲＥＸの最初の頃、日本でいろ

んなことを学んだけれど、自分の国の文化とは

違うんだ。だからＰＲＥＸで学んだことが自分

の国で役立つかどうか、たいへん心配であると

いうことを言う人が多かったんです。その時に

話したことは、企業経営という問題に絞って考

えると、相違点もあるけれど、共通点のほうが、

むしろ多い。だから文化人類学から言えば、相

違点を見つけるのが仕事であって、どこと、ど

ことが違うかということを、浮き彫りにするの

が仕事であるけれど、こと経営に関して言えば、

それは、それで認め合うけれど、むしろ共通点

のほうが多いわけで、その共通点がどこかとい

うことに目をつけてくださいと。それを自分の

国で、また、持って帰って消化し、それで自分

の国のカルチャーに変えていくというのがＰ

ＲＥＸの生きた目的ではないですかというこ

とで、最近は文化の違いという質問は、あまり

なくなってきました。それともう１つ、スモー

ル・コミュニティ・カルチャーの話がずいぶん

出ましたが、優れた企業経営には国境がない。

共通している点は、その企業のカルチャーとい

うのが、規模が大きかろうが、規模が小さかろ

うが、自分の持っている独特のカルチャーを、

社員の隅々、あるいは関係会社の隅々にいたる

まで、どうやって浸透させようかということを

一生懸命に考えている経営者が、そこにいるん

です。そういう経営者がいるところが、結局、

優れた経営になって、すぐれた業績を上げるこ
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とができるわけでして、何もカルチャーという

のは、小さいところだけに息づくものではなく

て、規模が大きくても、そういう企業文化とい

うのは根付くものです。それをいかに徹底して

やるか、経営者が、それをいかに日頃、徹底さ

せることに腐心をしているか、それによって企

業の善し悪しというのが決ってくる１つの大

きな要点だと考えています。それとＰＲＥＸに

いろんな期待をされましたが、今ＰＲＥＸがや

っているのは、日本人の育成はやっていません。

途上国の人々の育成としてやっていますから、

日本の文化について、どうやってほしいとか、

倫理観をどうやって日本人に教えるかという

のは、今まであんまり考えたことはありません。

これはむしろＰＲＥＸの職員、研修にあたる職

員が、これから日本の文化についても十分勉強

し、やっていかなければいけないことだろうか

と思います。それとＰＲＥＸに来た人にも言っ

ているんですが、ＰＲＥＸが１５年間で、約８，

０００人の研修をやった。多いようでもあり、

少ないようでもあり、ＡＯＴＳは４０万人と言

われていますから、それに比べれば少ないわけ

であります。とくにわれわれが願っています、

特徴にもある中堅マネージャーの育成に関し

ては、技術、あるいは技能の伝承のようにまと

めて大勢やるわけにいきませんので、どうして

も膝を突き合わせてという格好になります。そ

の点では人数は、それほど増えないと思います。

そういう意味で、人材育成というのは、われわ

れは途上国の人材育成に協力していますが、基

本的には、企業内人材育成というのが、基本だ

ろうと私は考えています。 

ＰＲＥＸで研修を受けて、何らかのヒントを得

られた人が、自分の企業なり、職域に帰られて、

そこで、その人が、自分の企業の中の部下の、

あるいは同僚の人材育成に刺激を与える。そう

いうことによってどんどん広がっていく、育成

の波が広がっていく、そういう効果を期待して

いるわけです。中堅マネージャー・クラスの人

に対して、８，０００人の人々が研修を受けた、

その方々が、１つヒントを得られたものが、何

１０倍か、何１００倍かになって、企業の中に

広がっていくという意味では、たいへん大きい

のではないかと考えています。先ほどの質問に

ありましたアジアの価値観が多様化する中で、

日本的経営は、という問題については、お答え

したんではないかと思います。つまりアジアの

価値観は多様ではありますが、日本的経営とい

う問題ではなくて、すぐれた経営に国境はない

んだということで考えれば、アジアの企業で、

アジアの価値観で、すぐれた点を､共通な点を

持ち帰って、それを自分の企業に展開していた

だければ、いいわけであります。日本でどうの

こうのという問題ではないのではないかと思

います。それからＰＲＥＸは双方向であるべき

だということも前から言っています。ＰＲＥＸ

の名前を見てもらえば、わかります。太平洋人

材交流センターという名前を付けていまして、

太平洋人材育成センターではありません。これ

は最初から考えてつけた名前でありまして、わ

れわれは何も偉そうに教えるのが脳ではない。

要するに研修はやるけれど、研修というものを

通じて、関西とアジアとの人の交流を盛んにす

るのが目的であるというのがＰＲＥＸの目的

であります。用心深く､注意深く、太平洋人材

育成センターでもなければ、訓練センターでも

ない交流センターと言う名前を付けたのは、そ

こにあるわけです。われわれが途上国から学ぶ

べきことは学び、お互いに切磋琢磨しながら、

これから育っていこうではないかということ
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であります。それから日本の文化をどうやって

教えるか、これはその本人が現地へ行って恥を

かかない限り、覚えないと思います。私事で恐

縮ですが、ダイキン工業では、２０年前からＩ

Ｐ育成という講座をつくってつづけています。

ＩＰというのはインターナショナル・パーソナ

ルというグローバル・パーソナルということと

同じなんですが、これからダイキンが、何人、

グローバルに働く人が必要なのか、その候補者

というのは何人、現在抱えているか。そういう

人間に対して、インターナショナルに、つまり

グローバルに通用する人材を育成しようと、そ

ういうことを延々とつづけています。その候補

だった人が全部海外へ行くわけではないんで

すが、その中にはやはり、言葉というのは、大

した要素と違う、つまりダイキンのよさ、ダイ

キンの強みというものを、まず、徹底的に覚え

てもらわないといけない。それから日本の教養

というものをちゃんと身につけてもらわない

といけない。禅と言われても、何のことかわか

らない。歌舞伎もよく知らないというのでは困

るわけであります。あなたの宗教は、何ですか。

仏教ですと。仏教というのはキリスト教のよう

に教会があるんですかと。まあお寺というもの

があります。キリスト教のようにバイブルはあ

るんですかと。お経がありますね。１日、何回

読むんですかと。年に１回､読むか読まないか

です。仏教の教えは何ですかと聞かれたとたん

に立ち往生してしまうのは、ちょっと困る。そ

ういう意味では、それぐらいのことは、ちゃん

と覚えておかないといけません。私は無宗教で

すというと、バカにされるのがはっきりしてい

ます。そういうことは、教養として身につけて

おかないといけないと思います。これからＰＲ

ＥＸも､今年から日本人でグローバルに活躍す

る人材の育成というものにも関経連と共同し

て、携わることになりましたから、今おっしゃ

った文化をどうするのか、というのはＰＲＥＸ

としてはじめての問題でありまして、これから

考えていきたいと思っております。ＰＲＥＸと

いうのは、神長さんは、たいへん広い範囲での

期待を表明されました。ＰＲＥＸは、留学生問

題にどうタッチしていくのか、大学との関係を

どうタッチしていくのか、いろんな問題を抱え

ています。それらの問題は、今後のＰＲＥＸの

課題として、十分に検討していきたいと考えて

おります。 

 

 

高阪 章 

どうもありがとうございました。今週の初めで

すが、私の研究室にウラジオストック大学の若

手の研究者が、私のところの客員研究員で来ら

れて挨拶に来られたんですが、ちょっと話をし

ていまして、大黒屋光太夫って知っていますか

と聞きました。皆さん、ご存知かもわかりませ

んが、彼は商人なんですが、北前船だったか、

日本海で遭難して、漂流をして、それでサハリ

ンかどこかに、その船の何人かが漂着するんで

す。それでロシアの官憲に保護されて、それか

らウラジオストックへ運ばれて、そこから帰国

したいという、そういう意思をエカテリーナ皇

帝の時代なんですが、一生懸命に手紙を送って、

それでモスクワだったかペテルブルグまで行

って、直接、お会いして、それで嘆願をして、

結局帰ってくるんです。結局、彼ともう一人ぐ

らいが帰れただけ。なぜ、こんな話をするかと

いうと、昔のグローバル化が始るぐらいに、１

９世紀の前半ぐらいの話だと思うんです。あの

ジョン・万次郎とか、あちこちで漂流するとい

 51



PREX 設立 15 周年記念シンポジウム●パネルディスカッション 

 52

うのは、日本船は内海しか航海できないので、

それで難破して、漂流をしたんです。グローバ

ル化の人、モノ、カネという時に、人の流れと

いうのは、今でも一番遅いんですね。今でも人

の移動というのは、そんなにないんです。考え

てみると、こういう人の移動というのは、日本

の場合は漂流から始っていて、大黒屋光太夫と

いうのは帰ってきたんですが、ウラジオストッ

クのアンドレイ君というのは、りんくうタウン

のところに国際交流基金というのがありまし

て、そこで外交官の日本語研修というのをやっ

ています。私も実は、ここ何年かやっていまし

て、日本語研修のプログラムが何年つづいてい

るのかというのを聞いています。だからそれの

訓練を受けた人が、大学へ戻って、それで研究

員になって、たまたま私のところへ戻ってきた

という感じです。今日いらっしゃる同窓会のお

二人も、そういう意味では、人材育成のプログ

ラムで、まさに会長のおっしゃる交流で、サイ

クルで回ってきて下さったというわけです。マ

ネージメントに国境はないというのは、その通

りと思います。もう１つ重要なＰＲＥＸの使命

としては、アメリカで国務省の広報と文化交流

を合わせてパブリック・デプロマシーというそ

うですが、考えてみると、このＰＲＥＸは、ま

さにプライベート・デプロマシーをやっておら

れて、そういう卒業生からのインプットをこう

やって、抱えていらしって、人材育成のサイク

ルを、いわばこれから拡大生産していかれるの

だろうと思います。ちょうど交流基金の人材育

成が、そうやって、日本にいる外交官の２割か

３割は、その研修プログラムの卒業生だそうで

す。ＰＲＥＸのそういうＯＢの人たちも、こう

いうシンポジウムにも出てくるし、それからい

ろんなジョイント・ベンチャーだとか、マニラ

とかバンコクでの企業の交流だとか、いうとこ

ろでも、これからどんどん絡んできてくださる

んだろうと思います。そしてヤング・プロフェ

ッショナル・プログラムみたいなものが、もし、

実現されたら、そういうことが、もっと活発化

するだろう。やるのは結構、戦略的な意義もあ

ると思います。別に外務省ではないんで、戦略

的にやる必要はないですが、日本ビジネスにと

っても、そうやって人が還流してきてというの

は、フレンドが増えるという、これはすごく財

産だろうと思います。これからＰＲＥＸが２０

周年に向って拡大生産されていくのだろうと、

そういうことが、やはり、ＰＲＥＸのこれから

の使命なのかなという気がいたしました。今日

は皆さん、ありがとうございました。 

 

 


